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要　旨
　最初 The Sisters という名の下に書き始められた小説は、やがて分割され前半を The 
Rainbow、後半を Women in Love として出版された。前者で理想的な両性関係が追求されて来た
が、後者でもそれは引き継がれている。二組の男女の愛の姿が示される。Ursula と Birkin は病
める現代文明の害悪に埋没してしまうことを拒否し、生の充実を求めて真剣に努力していく。





に男女関係が内包する問題点、殊に Gudrun と Gerald の愛の危うさと理想的な男女の愛が対照
的に示されている。男女関係の失敗と陰を強調することで成功と光を際立たせ、明確にしようと
している。作者がこのようにして説く愛の理想の姿を探ってみたい。
　Women in Love は先行の The Rainbow の続編とは言われるが、前者は通時的（diachronic）で
ある後者に対して共時的（synchronic）なストーリー構成を取っている。形態面でも The Rainbow
は Brangwen 家の人々の 3 代にわたるストーリーが時間的経過を辿り、事件は継起的に起こり、




ら Women in Love に具体的に引き継がれたものは多くないにしても、前者の舞台の歴史が後者の
精神風土を形成している大きな要素となっていることは否めない。両者にまたがり主要人物とし
て活躍するのは Ursula のみであるであるが、彼女の精神のあり方は Birkin の考え方、ひいては
Women in Love の世界に大いに影響を与えている。そして、ロレンスはこの Women in Love にお
いて、理想的な結婚、「愛し合いながら、自由でいる」という問題の解答を試みる。
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男女が主要人物として登場する。生を否定する Gerald と Gudrun のカップルと生を肯定する
Birkin と Ursula のカップルである。これら 4 人に準主役的な Hermione が加わって物語が展開す
る。第 1 のエピソードは 2 人の姉妹がベルドーヴァーの自宅で結婚について話し合っている場面
から始まる。姉 Ursula Brangwen は村のグラマースクールの教員であり、妹 Gudrun は最近ロン
ドンのボヘミア的生活から戻ったばかりの芸術家である。話に飽きた 2 人は村で行われる結婚式
を見に出掛ける。近隣の炭鉱主 Thomas Crich の娘の結婚式で、Crich の長男 Gerald、その友人
で視学官 Rupert Birkin、また彼の愛人で知的な貴族出身の Hermione Roddice 達に会う。姉は
Birkin に、妹は Gerald にそれぞれ強くひかれるものを感じる。第 1 章は主要な全人物の顔見せの
場面を呈している。
　第 2 章以降、これら 2 組の男女は交渉を重ねながら、次第に緊迫した人間関係と愛情問題を浮
かび上がらせて来る。ロレンスの課題である理想的な結婚に到るには、生を肯定する Ursula ＝


















　人生に対して Gerald と Birkin の間にもこの姉妹の間と同じような関係が窺える。第 5 章 “In 










































We are all different and unequal in spirit – it is only social differences that are based on 
accidental material conditions. We are all abstractly or mathematically equal, if you like. Every 
man has hunger and thirst, two eyes, one nose and two legs. We’re all the same in point of 
number. But spiritually there is pure difference and neither equality nor inequality counts. ....... 
Your democracy is an absolute lie – your brotherhood of man is a pure falsity, if you apply it 
further than the mathematical abstraction.... In the spirit, I am as separate as one star is from 
another, as different in quality and quantity. Establish a state on that. 3）
























Birkin は元恋人の Hermione の精神主義を憎悪しているものの、なお自分のうちにかつて彼女と

















行くのが Gerald である。理想的な愛を追求する Birkin の考え方と背中合わせの破滅的な生き方
を実践して見せている。Women in Love の中で最も印象に残り、重要な存在はこの Gerald と言っ
ても良いであろう。彼は時代に最も深く傷付き、その傷の深さを具体的に身をもって示している
だけに、理論が先走る Birkin よりも印象深い生身の人間を感じさせる。彼は一言にして言えば、
意志の男である。その姿は第 17 章 “The Industrial Magnate” に示されている。敬虔なクリスチ




























　ロレンスは Gerald の合理化も Thomas の博愛主義も厳しく批判している。人間性を全否定する
機会文明を根こそぎ変革したいと考えているが、それが叶わぬなら、人類をこの世から抹殺して
しまうしかないと言っている。第 11 章でロレンスの代弁者である Birkin は Ursula に向かって、





“There is a final me which is stark and impersonal and beyond responsibility. So there is 
a final you. And it is there I would want to meet you – not in the emotional loving plane – but 
there beyond, where there is no speech and no terms of agreement.” 9）
「究極」の 2 人が結ぶ関係を Birkin は星のような均衡を保持する関係として彼女に提示する。
“What I want is a strange conjunction with you … not meeting an mingling … but an 
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　Birkin が探求している新しい理念は第 16 章にも説かれている。
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The man is pure man, the woman pure woman, they are perfectly polarized. But there is 
no longer any of the horrible merging, mingling self-abnegation of love. There is only the pure 
duality of polarization, each one free from any contamination of the other. In each, the individual 
is primal, sex is subordinate, but perfectly polarized. Each has a single, separate being, with its 
own laws.  The man has his pure freedom, the woman hers. Each acknowledges the perfection 











る妹 Gudrun とは違って、有機的存在であった。人生に関わる者（a partaker）として己の人生を
確実に歩んでいる。自己の生の在り方を明確に把握しようと、思索を巡らしているのである。地
に足を着け、地道に生活を送る Ursula には、Birkin のこの考えはおいそれと簡単に理解も、受け
入れることもできない。この先、彼女は彼の行動と考え方、また彼の対極にある Gerald などの考
え方や生き方に接することによって、彼の思想をより深く理解していくのである。




ど全く意に介さない。第 9 章 “Coal-dust” における、彼が乗馬を調教する場面は、Brangwen 姉妹

























Gerald への怒りである。Ursula が後日、馬を不当に苛めたことに対して Gerald を非難する。し
かし、彼は次のように反論する。
“I consider that mare is there for my use. Not because I bought her, but because that is 
the natural order. It is more natural for a man to take a horse and use it as he likes, than for 












　踏切の邂逅の前に、既に Gerald は Gudrun に「何かアイロニックなもの」を認めて、身体がぞ
くぞくする程に興味をそそられていた。その 2 人の関係は次第に進展を見せて行く。第 14 章













































　Gerald は父の葬儀の直後に、茫然自失の状態で、泥まみれの長靴のまま Gudrun の寝室に侵入
する。「ちょうど幼児が母親から生命を与える暖かさと乳を受け取るように、彼女を抱擁して」す
がりつく Gerald に Gudrun は肉体を許す。彼はそれによって精神的に甦ることができた。炭鉱再
建が完了してからずっと抱き続けて来た、精神的空洞が短い間にしろ、満たされることになる。




女性であり芸術家である Gudrun の方が Gerald に対して遙かに強者である。当然容易に彼女が支
配権を握ることになる。
　こういった 2 人の結び付きを示す良い例が “Rabbit” と題する第 18 章にある。Gudrun は Crich
家の娘 Winifred の絵の家庭教師となる。家庭教師を引き受けることは Gerald を愛人として受け
入れる事になる危険が充分にあることを承知の上である。初めから既に男女の心の微妙な触れ合

















ある。Gudrun は彼もまた自分と同様に 1 つの秘儀に参与しているのだと思う。しかし、Gerald




　Gerald と Gudrun の愛の特徴は、純粋に欲情的な官能を求める傾向にある。Birkin の場合、知





















　Birkin はそのような Ursula の要求に悩まされていたある夜、暗いウィーウォ—ターの水面に映

























に 1 組の男女の精神が解放されて、Birkin の説く「究極の愛」を成就したことを知る。
He knew her darkly, with the fullness of dark knowledge. Now she would know him, and 
he too would be liberated. He would be night-free, like an Egyptian, steadfast in perfectly 
suspended equilibrium, pure mystic nodality of physical being. They would give each other this 
star-equilibrium which alone is freedom. 27）
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これで Birkin が Ursula との関係において掲げた「共にある自由」や「星の均衡」が果たして理
想的な両性関係として読者の目に映るか大いに疑問である。2 人が本当に「星の均衡」の関係を
達成できたのかもはっきりしない。だが、Birkin と Ursula の現実の生の在り方との関わりにおい
て、彼らが成就した愛を捉えてみた場合、その愛を媒介として、彼らが真の実在へと脱皮し、生
の充足を得る手掛かりを持つに到った事実は否定できない。Ursula は Birkin との愛によって古い
存在を超越し自由の身として甦る。新しい世界である「実在の中心」（the heart of reality）へと
参入して行く自己を見出す。Birkin は彼女との結婚を「自己の復活であり、生命」であると感じ
る。一方、強固な精神的結合を築かないままに、相手に依存する関係は結局破局に到るというこ
とを示す例として、Gerald と Gudrun の関係が示されている。ロレンスは「星の均衡」という理
想の有効性を Ursula と Gerald の観念的理想関係だけでは具体的な証明ができないと分かってい
たのかもしれない 28）。そのアンチテーゼとして Gerald と Gudrun の具体的な失敗例を提示する
ことにより証明しようとしたと言えよう。




最後の部分で示される。Ursula と Birkin、Gudrun と Gerald の 2 組の男女がクリスマス休暇を海
外で過ごそうとして、チロル地方の「気が狂う程に人を高揚させる沈黙と全き白色の世界に」29）






ズムは Gudrun の心の深部に Gerald の思い及ばぬ程深く浸透して行く。当然 Gerald と彼女の関
係は悪化して行く。その宿での人間関係は耐え難い雰囲気に変わって行く。このような状況に失
望し、Ursula と Birkin は温暖の地イタリアに向かって旅立つ。彼らが去った後、孤立無援となっ
た Gerald は一層激しい嫉妬の念に駆られて行く。









Gerald は彼の魂のなかで「何かが壊れる」のを意識している。「何か」とは Gerald によって代表
される氷のように破壊的な白人種の精神主義であろう。官能と精神を分裂させた Gudrun と
Gerald の関係は Ursula と Birkin の「星の均衡」の関係からはほど遠いものである。この様に相
互依存、相互利用の関係に基づく結婚は失敗に終わった。ロレンスは失敗の典型として Gerald と
Gudrun の組み合わせを、「星の均衡」に基づく組み合わせと対照的に示して、Birkin と Ursula の
結び付きに確証を与えたのである。
注
1）  D. H. Lawrence, Women in Love, p.581 
2）  Ibid.
3）  Ibid., p.103
4）  Ibid., p.105
5）  Warren Roberts and Harry T. Moore, ed. Phoenix II, pp.100-101, 
 　Prologue to “Women in Love” に “It was a failure, a bitter, final failure. He could not take from her 
what he wanted, because he could not, bare-handed, destroy her. And she despised him that he could 
not destroy her.” とある。
6）  Graham Hough, The Dark Sun: A Study of D. H. Lawrence, p.87
7）  F. R. Leavis, D. H. Lawrence: Novelist, p.177
 リーヴィスは Hermione がロレンスのパロディの役を果たしていると言っている。
8）  Ibid., p.163
 　Women in Love は the diagnosis of a civilization in which the idealism … has become a deadly enemy 
to life であるとの言及がある。














23）Leavis, op. cit., p.193　リーヴィスはここで 2 人の間に将来の latent tensions and potential conflict が予
告されていると言っている。




25）Lawrence, Women in Love, op.cit., p.254
26） Hough, p.79 “it is clear enough that the moon is the white goddess, the primal woman image, das ewig 
weibliche, by whom he is obviously haunted.” とハフは述べている。
27） Lawrence, Women in Love, op.cit., p.319
28） J. Middleton Murry, D. H. Lawrence: Son of Woman, p. 112　マリは “Excurse” を取り上げて、ここに
“invented and untrue” な感じを抱き、 “a fundamental falsity, as of a forced conclusion” といったものを
嗅ぎ取っている。
29） Lawrence, Women in Love, op. cit., p.399
30） Ibid., p.452
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